






要約:低出生体重児の出生の最大の原因である早産の予知・予防法を確立する目的で、種々

の臨床検査の早産予知における意義を前方視的に検討した。まず子宮頚管長に関して 216

例の正常妊婦の Longitudinal な測定から、子宮頚管長の正常値を設定した c 前方視的研

究中に頚管長の短縮から早産冶療を行い妊娠の継続に成功した症例が 4例あった。また切

迫早産羅患例での検討において、子宮頚管のケミカル・メディエーター(顆粒球エラスタ

ーゼ、癌胎児性フィブロネクチン)の早産予知における有用性が明かになった。また妊娠

中の性行為が早産に多少なりとも関与していることが示唆された。


